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【前回のアドバンスプログラムを解説】 
(1) Advance下記の表現を使って５個の数字を一行に記述するように改良する． 
△△△△△△ＷＲＩＴＥ（＊，６０１）（Ａ（Ｉ），Ｉ＝１，５） 
（基本的には，上記の文を入力数字の個数の 1/5 回だけ DO ループで繰り返す．最後の５個の数字で，
入力していない余計な数字を出力してしまわないようにするための工夫が必要） 
 

Ａ（Ｉ）を入力  
    ： 
△△△△△△ＮＵＭ２＝ＮＵＭ／５ 
△△△△△△ＤＯ １５ Ｊ＝０，ＮＵＭ２－１ 
△△△△△△△△ＷＲＩＴＥ（＊，６０１）（Ａ（Ｉ），Ｉ＝Ｉ＋Ｊ＊５，５＋Ｊ＊５） 
△６０１△△△△ＦＯＲＭＡＴ（５Ｆ７．３） 
△１５△△△ＣＯＮＴＩＮＵＥ 
△△△△△△ＷＲＩＴＥ（＊，６０１）（Ａ（Ｉ），Ｉ＝ＮＵＭ２＊５＋１，ＮＵＭ） 
 
【1次元配列練習問題】 
(1)指定した数の１次元整数配列を読み込み，正の数，負の数に分類して表示するプログラムを作成しな
さい．（下記フローチャートを完成して作成すること） 
 

 
 
(2)Advance 指定した数の１次元実数配列を読み込み，大きい数字順，小さい数字順に並び替えて表示
するプログラムを作成しなさい．本処理はソート(sort)プログラムと呼びます． 
 

配列数ＮＵＭを入力 
配列Ａを入力 

Ａ（Ｉ）≧０？ ＮＵＭN＝ＮＵＭN＋１ 
NEGA（ＮＵＭN）＝Ａ（Ｉ） 

ＮＵＭＰ＝ＮＵＭＰ＋１ 
ＰＯＳＩ（ＮＵＭＰ）＝Ａ（Ｉ） 

配列Ａを出力 
配列ＰＯＳＩを出力 
配列ＮＥＧＡを出力 

ＮＵＭＰ＝０ 
ＮＵＭＮ＝０ 

Ｉ＝１，ＮＵＭ 

Ｙｅｓ 

Ｎｏ 

もどる 



 
 
【２次元配列を使う】 
(1) ２行２列の配列を２つ入力して，きれいに表示を行うプログラム hairetsu.fを作成しなさい． 
 
＊2次元配列の入力の仕方（出力も同様） 
△△△△△△ＩＮＴＥＧＥＲ Ａ（２，２） 
  ： 
△△△△△△ＤＯ １０ Ｊ＝１，２  
△△△△△△ＲＥＡＤ（＊，＊）（Ａ（Ｉ，Ｊ），Ｉ＝１，２） 
△１０△△△ＣＯＮＴＩＮＵＥ 
 
(2) 上記プログラムの配列数ＮＵＭをＰＡＲＡＭＥＴＥＲ文で変更できるようにしなさい． 
(3) 上記プログラムで行列の和の計算を行うプログラムに作成しなさい． 
(4) Advance４行４列の整数の配列を作成し行ごとの和，列ごとの和を求めるプログラム hairetsu2.f
を作成しなさい．出力表示は以下のように表示すること． 

A(1,1)  A(1,2)  A(1,3)  A(1,4)  ROW(1) 
A(1,1)  A(1,2)  A(1,3)  A(1,4)  ROW(2) 
A(1,1)  A(1,2)  A(1,3)  A(1,4)  ROW(3) 
A(1,1)  A(1,2)  A(1,3)  A(1,4)  ROW(4) 
COL(1)  COL(2)  COL(3)  COL(4)  SUM 

(5) Advance２行２列の配列を２つ入力して，行列の積の計算を行うプログラム hairetsu3.fを作成しな
さい． 

 
【サブルーチンを使う】 
(1) 上記(3)で作ったプログラムを改良して，サブルーチンで出力を行う． 
△△△△△△ＣＡＬＬ△ＳＵＢＯＵＴ（Ａ） 
△△△△△△ＣＡＬＬ△ＳＵＢＯＵＴ（Ｂ） 

： 
△△△△△△ＳＴＯＰ 
△△△△△△ＥＮＤ 
Ｃ 以下サブルーチン 
△△△△△△ＳＵＢＲＯＵＴＩＮＥ ＳＵＢＯＵＴ（Ｄ） 
△△△△△△ＩＮＴＥＧＥＲ△Ｄ（ＮＵＭ，ＮＵＭ）←引数の宣言（メインと一致させる） 
△△△△△△ＤＯ １０ Ｊ＝１，２  
△△△△△△ＷＲＩＴＥ（＊，＊）（Ｄ（Ｉ，Ｊ），Ｉ＝１，２） 
△１０△△△ＣＯＮＴＩＮＵＥ 
〔△△△△△△ＲＥＴＵＲＮ  〕 ←サブルーチンからメインプログラムに戻る 
△△△△△△ＥＮＤ 
 
(2) AdvanceM行Ｎ列の 2次元配列をきれいに表示するサブルーチンプログラムを作り，動作を確認し
なさい． 

(3) Advance 前回作成した，1 次元配列を 5 個ずつ横に表示するプログラムをサブルーチンにして，1
次元配列を正負に分類して表示するプログラムに適用しなさい． 

 


